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1辺の長さが aの正四面体 ABCDが与えられているとする。直径が bの十分に長
い円柱の内部に，正四面体ABCDがすっぽり入るとき，a, bの満たすべき不等式を
求めよ。ただし，四面体ABCDの重心Gは円柱の中心軸上にあるものとする。

出典：2002年 東京都立大学 理学部

解答
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として一般性を失わない。円柱の中心軸の方向ベクトルを
−→
n = (p, q, r) ( p2 + q2 + r2 = 1 )

とおく。
A, B, C, Dから中心軸におろした垂線の足をそれぞれ A′, B′, C ′, D′とすると，
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正射影の公式と |−→n | = 1より
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と考えてよい。 p2 + q2 = 1 − r2より
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と表され，θを固定して rs平面上に 3つのグラフ
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ただし，b = min{cos θ, sin θ}, c = max{cos θ, sin θ}である。
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であるから， 2©, 1©より求める条件は( a
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∴ b > a (答)

(注) 一辺の長さ
a√
2
の立方体に注目した時点で，b > aが十分条件であることは

わかっているが，必要条件(b � aで不可能)であることの論証は難しい。
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